
(一社)兵庫県理学療法士会

理事会 議事録

記録日： 令和5年4月21日(金)

開催日時 令和5年4月21日(金) 19時 00分～21時00分

開催場所 Web

出席者
間瀬、沖山、山本、木澤、永嶋、正木、山口、中川、前川、伊藤、成田、岩田、本田、小山、樋

笠、有吉、清原、鮫島、岩井

欠席者 檀辻、小森、堤

記録者 中川

議題1 会長報告

会長行動禄（主なもの）

3月 23日 職能部研修会で士会の政治活動について報告した。

3 月 30日 障害福祉課、障害児リハビリテーションセンターの方と会談。

4月 9日 組織運営委員会に出席。

トリプル改定についての経過が詳細に提示された。報告会をしたい。

入会の促進の対策について検討委員会が発足する。

第 14 次労働災害防止計画に関わる協会・都道府県士会の事業の取組みについて報告された。

理学療法士の活用が期待されている。

4月 13日 全国の士会長が集まる会議に出席。色々な情報を得た。

議題２ 審議事項：令和 4年度決算について。

経常収益 916万円

経常費用 5383万円

経常外収益 雑損失 201万円

総務部： 介護予防を切り離した。

男女共同参画推進委員会：昨年度厚生部の名前で 64000 円で出している。決算が少ないのは会議を対面で計

上していたため。

広報部： 会議が減っているために予算より減額。

学術編集部 担当理事不在。

研修部：予定通り事業を行った。会議が少なったことと参加者が少なかったために予算より減額。

生涯学習部：担当理事不在。

臨床実習講習部：講習会が 3回から 1回の開催にとどまっている。会議が予定より少なくて済んだため予算より減

額。

保健福祉部：会議に参加できていない部員の分が残った。

理学療法啓発部：担当理事不在。

資料調査部：12月末に理事会で増額を承認したので、その通り。

支部運営審議会：執行率 例年より低い。但馬支部３６％。支部長がうまく立ち回れなくて研修が中止になった。5つ
の支部で症例検討会が開催できなかった。研修会は 4つの支部、公益事業 5つの支部、で開催できなかった。

学会運営審議会：担当理事不在。

県学会運営部：担当理事不在。



選挙管理委員会：無投票のところが多かったため減額。

表彰委員会：表彰する人数で増減するため

情報管理部：ホームページのバナーを新たにつけるなど修正が入ったため予算オーバー。

スポーツ活動：コロナの関係で半減。来年度はそれを加味した予算になっている。

健康増進部：神戸市からの委託でビデオを 2本作製した。その分の収入がある。

職能部：中央のセミナーが現地開催 2名 2回で計上したが、webで参加したため減額。世話人会議で世話人が少な

かった。

こども生涯支援部：福祉機器展示会をwebで計画していたが、対面でした。会議をウェブでしたため差額が出た。

デジタル業務支援部：事務サポート事業がテックスープで無料化できている。Zoomの費用がかなり削減された。会

計サポート事業で会計業務をサポートしようとしていたが、使用しなかった。

感染予防対策委員会：講師の謝金を予算に挙げたが、ほとんどアドバイザーですましたため減額。

士会事業・予防検討委員会：理事が多かったので総務の支出になった。

県市町連携検討会：フルで予算を出したため、実際には減額となった。

→

収支上、事業がしっかりできていないことが多くなってしまう。

ラインワークスに 50万、100万違ったところは今日の報告を含めて記載をお願いします。

欠席した理事にも連絡を取る。

会計監査の日程を決めますのでよろしくお願いします。

議題３ 審議事項：会員サービス向上委員会（仮）の発足について

退会者や休会者が急増する中で、在会者へのサービス向上を目的として検討が早急に必要である。

今回はこの大きなテーマは取り下げて、その取り組みの一つとしてアーカイブを中心にしたいと思っている。

今年度のアーカイブは時期が集中している

委員会の組織として、会員サービスの向上されるべき項目を審議していきたい。

→視聴数はもっとも多いもので 252 全編鑑賞（全部見ましたということ）24。
公開期間をどうするのかということなどを考えていきたいと思っている。

講師との折衝で難しいところがあったと聞いています。基本的なものを長く見れるようにとかを考えていきたいと思

います。

議題４ 審議事項： 神戸西支部 202３年度予算の補正について

運営員増員の申し出がった。11名の運営委員がいるが、1名が研修部と職能班を兼任している。19000円増額とな

る。

→支部運営審議会でその話が出ていたが、2021年から 2022年は 1 名欠員となっていたため人数的には補充。予算

上で 1名増員という意味になる。しかし、神戸支部の決算を見ると昨年度あまっている。

1 人増やしていくのは承認。予算はこのままで。補充が必要になったときに報告してもらう。

議題 5 審議事項： 臨床実習講習部の部長選任について

部長の濱田松彦先生が部長を退任された。

森彩子（宝塚医療大学）を推薦します。

→承認

議題６ 協議事項： 常勤役員の各種規定の施行日について

今年度の総会で議案として提案して承認を得て事務所機能の改定を行っていく。

準備段階も必要と考える。令和 6年度 4月 1日を目標にするのがいいのではないかと思っている。



→規定はそのまま。施行日に関しては調整が必要なため翌月に決定する。

議題 7 その他、報告事項

・役員選挙について

役員選挙が公示されます。

協会のシステムを使用する。

システム利用料は選挙をする人数によって変わる。

選挙が盛り上がるように担当理事が検討する。

・理学療法の日の神戸新聞の掲載内容について。

昨年はマルチモビリティだった。

思いつけばラインワークスでお願いします。

→理学療法の現場の基礎になる研究、研究助成というところから出す、若手の人、産業理学療法、学術大会など

の意見が出された。

・県からの補助金 90万円は、事業費の半分ということになりそうなので、受講者から会費を無料にできそうである。

・交通費が発生したものしか申請できなかったが、他の団体から呼ばれて者とかは入力できなかったが、新しくでき

るものを作成しました。

日程

6月 10日 日本理学療法士協会代議員研修会

6月 11日 日本理学療法士協会総会（対面のみ）

次回部会

日時・場所

日時； 令和5年5月19日（金）19時から

場所； web

今後の予定


